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Fタンクエリア位置図 F１タンクエリア図（現状）

１．概要

Ｆ１タンクエリア（５・６号機滞留水貯留タンクエリア）のH・I・J群タンク(フラン
ジ型)の運用を停止するため，2021年7月より淡水化装置（以下，ＲＯという）によ
るタンク内包水の浄化処理を開始し、処理済水は構内散水，浄化処理時に発生するＲ
Ｏ戻り水を2022年10月末までに溶接タンクへ移送し，保管することにしている。

2022年6月20日よりＪ群タンクのＲＯ戻り水の溶接タンクへの移送を行い，2022年7
月8日に完了している。

2022年10月20日よりＨ・Ｉ群タンクのＲＯ戻り水の溶接タンクへの移送を開始する。
これにより，Ｆ１タンクエリアフランジ型タンク群(21基)のタンク内包水の移送は完
了する予定。

今回，移送対象

移送完了
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2．実施スケジュール
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タンク内包水移送業務

2022年

10月

Ｈ群⇒Ｉ群タンク移送

Ｉ群⇒Ｎ群タンク移送

移送ライン盛替

Ｉ群⇒Ｎ群タンク移送

F1タンクエリア群フランジ型タンク
内包水の移送完了予定日

当初計画の場合，K群タンク(2～5)の塩素濃度が高く，RO膜詰まりによるメンテナンス増加により
，2022年10月末完了予定が2022年12月末まで延伸するリスクがあることから，移送先をN群タン
ク(３・４)に計画変更した。

予備日

予備日



移送概略図 F１タンクエリア(移送前) F１タンクエリア(移送後)

3．H・I群タンク内包水移送の移送先変更
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H群

I群

仮設水中ポンプにて移送
タンク名称 移送前 移送後

H・I群タンク(14基) 約1,400m3※ 0m3

N群タンク(2基) 約600m3 約2,000m3

※移送先変更に伴い，Nタンク（３・４）で受入出来る
ようタンク内包水のRO処理を行い，容量を圧縮した。

N
3･4

移送概略図 F１タンクエリア(移送前) F１タンクエリア(移送後)

H群

I群
K
2~5

仮設水中ポンプにて移送

タンク名称 移送前 移送後

H・I群タンク(14基) 約3,000m3 0m3

K群タンク(4基) 約1,000m3 約4,000m3

当初計画

計画変更

K群タンク(2~5) 約4,000m3 ⇒ＲＯ処理にて約3,000m3構内散水し，ＲＯ戻り水を約1,000m3保管
⇒H・I群タンク約3,000m3をKタンク(2～5)へ移送 ⇒K群タンク(2～5)約4,000m3保管

H・I群タンク約3,000m3 ⇒ＲＯ処理にて約1,600m3構内散水し，ＲＯ戻り水を約1,400m3保管
⇒H・I群タンク約1,400m3をN群タンク(３・４)へ移送 ⇒N群タンク(3・４)約2,000m3保管



Fタンクエリア位置図 F１タンクエリア F2タンクエリア

＜参考＞５・６号機Ｆタンクエリアフランジ型タンクの運用状況
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浄化ユニット

RO

2023年度運用停止の予定今回，運用停止

B群タンク C群タンク H・I・J群タンク

運用状況
運用停止中（タンク内包水あり） 運用中（タンク内包水あり）

・5・6号機建屋からF1タンクエリアへの
滞留水移送時の，揚程確保のための中間タ
ンク。

運用停止
タンク内包水 低レベル滞留水(油分含む) 低レベル滞留水

計画
油分除去を行い，低レベル滞留水
を移送を行う。

滞留水移送配管改良後，低レ
ベル滞留水の移送を行う。

５・６号機建屋
低レベル滞留水受入

F1タンク
エリアへ
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参考資料

廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合事務局会議（１０６回）公表資料



福島第一原子力発電所５・６号機の現状について

2022年 9月 29日

東京電力ホールディングス株式会社

（５・６号機低レベル滞留水の状況）
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１．５・６号機 低レベル滞留水量※1の状況

地下水
30m3／日（5・6号機合計）

Ａタンク

Ｂタンク

Ｃタンク

Ｋタンク 散水用タンク

H・Ｉ・Ｊタンク

N

Fエリアタンク貯留量
約10,630m3

５・６号機 低レベル滞留水量の合計約20,280m3（2022.9.21現在）

海

7

R/B:原子炉建屋
T/B:タービン建屋
RW/B:廃棄物処理建屋

6号RW/B

6号Ｔ/B 5号Ｔ/B

Ｐ

Ｐ

Ｐ

海水配管及びケーブルトレンチ
約2,250m3（5・6号機合計）

6号R/B 5号R/B

5号T/B、6号T/BおよびRW/B
約7,400m3（5・6号機合計）

5号
RW/B

※１：5・6号機滞留水は，1－4号機滞留水と比べ放射能濃度が十分低いため，区別する目的で「低レベル滞留水」と記載する。

Nタンク

５・６号サブドレン設備
24時間運転中

RO

：地下水
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２．５・６号機 低レベル滞留水量の推移

• ２０１４年９月から２０２２年9月までの５・６号機 低レベル滞留水量の推移は以下のとおり
滞
留
水
量
（
ｍ
３
）

日付

５・６号機 低レベル滞留水量の推移



移送概略図 F１タンクエリア(移送前) F１タンクエリア(移送後)

３．F１タンクエリア群フランジ型タンク内包水移送について

STEP1 N3,N4移送（実施時期：2022年6月～7月） 完了

移送概略図 F１タンクエリア(移送前) F１タンクエリア(移送後)

STEP２ RO濃縮後工程を経て、K2～K5移送（実施時期：2022年10月）

J群 N
3･4

仮設水中ポンプにて移送

H群

I群
K
2~5

仮設水中ポンプにて移送

タンク名称 移送前 移送後

Jタンク(7基) 約1,700m3 0m3

Nタンク(2基) 約300m3 約2,000m3

タンク名称 移送前 移送後

H・Iタンク(14基) 約3,000m3 0m3

Kタンク(4基) 約1,000m3 約4,000m3
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2021年 2022年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

８
月

9
月

10
月

11
月

12
月

タンク
内包水
ＲＯ濃縮

Hタンク
(フランジ型)

Iタンク
(フランジ型)

Jタンク
(フランジ型)

Kタンク
(溶接型)

Nタンク
(溶接型)

：実績線

タンク内包水RO濃縮

Jタンク⇒N3・N4タンク移送

N3・N4タンク
保管完了

Hタンク⇒K2～5タンク移送

Iタンク⇒K2～5タンク移送

４．フランジ型タンク内包水移送スケジュール

K2～５タンク
保管完了
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＜参考＞５・６号機 サブドレン集水設備の稼働状況（2022年9月21日現在）

５･６号機

1～4号機

免震重要棟

既設サブドレン集水設備

：配管布設ルート（約1,900m）

5・6号機サブドレン設備は2022年３月28日より運用（移送）を開始し、現在は２４時間運転中※2

：中継タンク設置済（2基） ：運転中のサブドレンピット・ポンプ(9箇所)
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No.90

No.89

No.87
No.80

No.74

：停止中のサブドレンピット・ポンプ(4箇所)

No.75

No.84No.92

No.95

No.96

No.97

No.71

No.72

※2：汲み上げ量の監視を行いながら，サブドレンピット・ポンプの運転計画を立てている。


